
★H29★学校評価アンケート結果★前期後期の結果から

★学校生活について保護
者・教職員ともに評価が少
し下がっていますが，児童
の中では実際には，学校生
活が楽しいと感じている割
合が増えています。
★子どもたち同士の人間関
係や学習において困難を感
じる場面があっても，仲間
や大人達の支えの中で，楽
しく学校生活を送れている
ようです。
★地域の方の回答もすべ
て，「よくできている」も
しくは「だいたいできてい
る」に含まれていました。
子どもたちがますます楽し
く学校生活を送れるよう，
教職員一同努力していきま
す。

★後期は次の学年へ向けて
学習内容がステップアップ
していきます。その中で前
期より僅かに減少している
ものの，授業がよくわかる
と回答する児童の割合は高
い水準を保っています。
★保護者・教職員は共に実
現度が高まっています。
日々の授業や宿題，テスト
などに取り組む子どもたち
の様子から，内容をよく理
解している姿や，つまずき
を克服していく姿を，周り
の大人が実感しているのだ
と予想されます。
★久我の杜小学校では引き
続き，子どもたちにとって
よくわかる授業を構築でき
るよう教材の研究や準備に
尽力していきます。

★家庭学習の実現度は，子
ども・保護者・教職員いず
れも約１０％下がっていま
す。
★１５分×学年という目標
時間は，低学年にとっては
宿題を丁寧にやり切るだけ
で十分に費す時間と思われ
ます。子どもがじっくりと
取り組めるような，宿題の
出し方や評価のしかたとな
るよう工夫していきたいで
す。
★高学年では進級や中学校
へのレベルアップとして，
宿題だけでなく自主学習と
して反復練習や苦手の克
服，発展的な調べ学習など
をしていけると素晴らしい
です。

★あいさつについては教職
員においては実現度が高
まっています。子ども達の
ほうからすすんであいさつ
をしてくれた時や，子ども
同士で気持ちの良いあいさ
つをできている場面を見つ
け，褒めるような声掛けを
今後もしていきたいです。
★地域の方の回答でも，
「できている」が多く，学
校の外でも自分からあいさ
つのことばを言える児童の
姿を評価して頂いているこ
とが分かりました。
★子ども・保護者において
は前期に比べて実現度が低
くなっています。家族に対
しても感謝の気持ちを忘れ
ずに，あいさつを大切にで
きる人に成長していってほ
しいものです。

★正しい言葉づかいについ
ては，子ども・保護者・教
職員全てで前期よりも実現
度が高まっています。保護
者は約５％，教職員におい
ては約１３％も上昇してま
す。一方，地域の方の回答
では，「あまりできていな
い」という声も少なからず
見受けられました。
★学校では正しい敬語の使
い方のみならず，相手を思
いやったり嬉しい気持ちに
させたりする「ふわふわこ
とば」を使おう，という指
導を全校挙げて取り組んで
います。
★今後は家庭や学校の中だ
けでなく，誰に対しても気
持ちの良い言葉づかいをで
きるように教職員が見本と
なって教えていきたいで
す。

★家庭でのお手伝いや仕事
について，子どもの中で実
現度は上がっていますが，
保護者・教職員の中では下
がっています。
★地域の方も，「あまりで
きていない」と回答されて
います。
★学校では，生活科や道徳
などの学習場面，掃除や当
番活動などの生活場面で，
子どもたちがしている家庭
での仕事について尋ねたり
評価することができます。
★人の役に立とうという気
持ちや責任感を養っていけ
るよう，お手伝いについて
一層声をかけていきたいで
す。

どの項目においても，前期と後期では，あまり大きな差異は見られませんでした。全体として少しずつ実現度が高まっていました。しかし，変わらず5

割を下回っている項目の「授業以外で１日当たり２０分程度，本を読んでいる」については，今後も国語の時間だけでなく，読書タイムや図書館指導
等を含めた学校教育活動全体を通して，子どもたちがより本に親しめるよう指導を続けていきたいと考えています。重要度の高かった項目の中で，
「授業に必要な準備ができている」，「授業の内容はよくわかる」の２つで，ここ１年間に向上が見られたことは大変よい傾向と考えられます。
学校では，今回の学校評価の結果を踏まえ，さらに実現度を高め，子どもたちに期待されている生活が送れるようにさまざまな取組を充実させ，子
どもたちのよりよい成長をめざしていきたいと思います。お忙しい中，学校評価アンケートにご協力いただき，本当にありがとうございました。


